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M26 パラメトリ 'Y ク計画法における構成法

W. K. K. Haneveld , C. L. 1. Meer，他.21-36.

M athematical Progra仰ning. 16, 1, 1979. 

線形計画 (L P)問題のうち， 目的関数に 2 倒のパラメ

ータがあるような問題を考える.

h(). , p)=max f(ん μ ; x) 
XEJt' 

s. t. f(). ， μ ; x)=(CO +).c1 + μc2 )'x 

F={XERη IAx~玉b， x~O} 

CiERn , i=O, 1, 2 

A :mXn 行列， bERへん μ ースカラー

上の問題においてん μ のなすパラメータ空間( 2 次元)

を，各領域内ではある特定の基底解が最適解であるよう

にしつつ最大の多角形領域に分割するアルゴリズムが挺

起される.この問題に対しては， Gal が最適解と().， μ)

の領域との関係を数え上げ法によって求める方法を提起

したのに対し， ここではより系統的に領域の境界の表示

を含めてそれを求める方法(構成法)が述べられている.

系統的な構成法のアルゴリズムの理論的基礎としては二

つの定理が掲け.られている.ひとつは Fの端点に対応す

る領域の代数的な特性化をLPの基底行列を用いて行な

うものであり，他のひとつは領域の境界を構成する環

(ring) を定義した上で、それがつぎつぎと構成されうるこ

とを示す定理である大山達雄)

M27 ホモトピー・パスに関する定理

C. B. Garcia & F. J. Gould. 282-289. 

Mathematics of OR. 3, 4, 1978. 

連続写像f:Rη→R況が与えられたとき，方程式 f(x)

=0 を解く方法として f をホモトピ-H:RηX [0, lJ• 

Rn へ埋め込む方法がある. tこだし ， H(x， O) 三f(x) か

っ H(xO， 1)=0 を満足するがは既知であるとする.H

を C1 級， OERη を H の正則値とすると H-1(0)が C1 級

1 次元多様体となることはよく知られている.したがっ

て H→ (0) の各成分は円または区間に微分|司粉な曲線と

なり則的で表わすことができる.

本論文で与えられている主要結果は，区分的線形写像

の場合に Eaves & Scarf が展開したインデックス理論

をひ級写像の場合に拡張したものである. つまり，区
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分的線形写像の場合にインデックスが保存されるという

ことを Cl 級写像の場合に拡張したもので， このことを

使うと ， Hi(♂)を H(x) のヤコビ行列の第 i 列を取り除

いた行列とするとき，各パス上での第 i 成分が減少する

か1肴加するかということと， det Hi(X) との符号との関

係が一意的に定まることとなる.最後に多少数値例もあ

げられているので参考となろう.

確率統計応用

P27 近似公式 Lq竺a. p゚/(l-p) 

H. Sakasegawa. 67-75. 

(平林隆一)

Annals I河st. Statist. Math. 29, 1, 1977. 

本論では平均待ち行列の長さを何等かの数表等を用い

ずに推定する近似公式を Page( 1972) の方法にもとづい

て提出した. M/M/s の場合， 種々の s の値に対する

ρ-Lq 曲線の観察から Lq~p〆2(，百Jj(l -p) なる式を得

たし，単一サーバーの場合との類似から近似公式 Lq竺

((Ca2+cs2) /2) (p ，ノ以内:}j/(I-p)) を与えた.

(岡本雅典)

P28 凸関数の差の符号変化と大きな偏差への応用

J. Lynch. 96-108. 

The Annals of Probability. 7, 1, 1979. 

X上で定義される関数f の共役関数 f* は，

f;唱(百) =sup {xy-f(x) : xεX} 

で、定義される . f.. んを狭義に凸なる関数とするとき，

いくつかの条件の下に， ある区間におけるんーんの値

の符号の変化と，それに対応する区間における f1*-f2*

の値の符号の変化には，変化の数のみならず変化の仕方

に関しでも関連があることが示される.

つぎに上記の性質を以下の議論に適用する.

X.. X2， ー をf 互いに独立で同一な確率分市 F に従う

確率変数とし， 川)=1咋ωx)dF(x) を F のキユ
ムラント関数 (c. g. f.)とする. このとき， Cherno貨の

定理は，

n-1log Pr{Xη >a} → -cþ*(a) 

7こだし，

ψ*(a) =sup{).a-cþ( え) : ).>O} 

と書かれる.ここで大きな偏差率 ψ* は c. g. f. ψ の共

役関数に他ならないことが分かる. このことを利用し

て，正の領域でのい1* れ*の符号の変化と，同じく jE

の領域でのい1-cþ2 の符号の変化が関連づけられる.さ

らに， F1一九およひ、 fl-.f~(.fi は bl の確率密度関数)

との符号変化の関連性についても議論がなされている.

(鳩山由紀夫)
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